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油タミー 数 サンプルサイズ 平均備 標準偏差 最小値 最大値
年収(対数) 1918 15.194 0.7259 7.74 16.81 
経験年数 1918 27.348 13.211 0.01 50 
経験年数の2乗 1918 922.4 715.10 1 25∞ 
大卒ダミー 1918 0.2951 0.4562 O l 
経験年数*大学在学年数 1918 26.488 48.163 O 188 
経験1f数の2乗*大学在学年数 1918 755.02 1664.9 。 8836 
企業規模 1716 4.5344 2.8155 O 9 
官公庁 1716 0.0956 0.2941 O l 
小売業 1716 0.0793 0.2702 O I 
金融・不動産業 1716 0.0268 0.1616 O 
その他サービス業 1716 0.1428 0.3499 O l 
15歳時の成績 1702 3.1163 1.0710 l 5 
進学した高校の大学進学状況 1403 2.6764 1.3824 l 5 
15歳時の成績*進学した高校の大学進学状況 1396 9.2758 6.6149 1 25 
大学国公立ダミー(銘柄除く) 1702 0.0523 0.2227 O 1 
銘柄大学ダミー 1702 0.0276 0.1639 O l 
100-大学進学率(男性) 17∞ 20.411 30.947 O 86.3 



















































示している。本稿では従業上の地位を含めて分析していないが.Isida， Spilerman， and Su (1997) 
表2 収入関数の推定結果(1)
変数 モデル l モデル2 モデル3 モデル4
0.0721 .. 0.0747 .・ 0.0614 .・ 0.0603 ••• 
経験年数 (0.∞46) (0岨0053) (0∞54) (0.∞53) 
-0.0013 ••• 一0.0013••• -9.87 X 10-4 .. -9.72 x 10-4・H
経験年数の2乗 (8目82x 10-5) (1.01 x 10-4) (0.∞01) (1.07 X 10-4) 
0.0727 ••• 0.0828 ••• 0.0248 0.0223 大学在学年数 (4年) (0.∞92) (0.0268) (0.0266) (0目0266)
0.0034 0.0071 . ・ o∞71 .. 経験年数・大学在学年数 (0.0026) (0.0026) (0∞26) 
-1.29 X 10-4 . -1.92 x 10-4・H 1.88 x 10-4... 経験年数の2乗・大学在学年数 (5.60 X 10-5) (5.58 X 10-5) (5.52 X 10-5) 
0.0617・H 0.0589・"企業規模 (0.0063) (0.0064) 





14.3531 .. 14.2807 .. 14.0830・" 14.1368 .. 定数項 (0.0522) (0.0579) (0.0613) (0.侃44)
自由度修正済みR2 0.1287 0.1368 0.1860 0.1959 
サンプルサイズ 1918 1918 1716 1716 
1) 問は 1%有意は5%有意，・は 10%有意をそれぞれ表す。
2) カッコ内は標準誤差を表す。
3) 標準誤差はロバストな標準誤差である。






変数 モデル5 モデル6 モデル7 モデル8
0.0605 .・ 0.0577山 0.0606叩 o.侃06••• 経験年数 (0.0054) (0.∞64) (0.∞54) (0.∞54) 
-9.85 x 10-4 .. -0.∞09・" -0.0010山 -0.∞10 .. 経験年数の2乗 (1.08 X 10-4) (1.36 x 10-4) (0.0∞1) (0∞01) 
o.∞67 O ω58 0.0038 -0目。770大学在学年数 (4年) (0.0269) (0.0289) (0.0283) (0.0766) 
0.0073 .. 0.0075帥. 0.0070 .. 0.0075 .・
経験年数・大学在学年数 (0.0026) (0.0028) (0.∞26) (0.0026) 
-1.92 x 10-4 ・ -1.91 x 10-4・. -1.86 X 10-4 .・ -2.15 X 10-4櫓経験年数の2乗・大学在学年数 (5.54 x 10-5) (5.93 x 10-5) (5.52 x 10-5) (5目94x 10-5) 
o.∞66 . 0.0611 ・ 0.0568・H 0.0566 .. 企業規模 (0.0066) (0.0073) (0.0066) (0.0066) 
0.4680・" 0.4802・" 0.4582・H 0.4572 .. 官公庁 (0.0601) (0.0644) (0.0605) (0.0606) 
一0.0871 -0.0763 -0.0838 -0.0825 小売業 (0.0534) (00575) (0.0536) (00536) 
0.2257 .. 0.1971 .. 0.2278 .. 0.2267 .. 
金融・不動産業 (0.0679) (0.0679) (0.0675) (0.0673) 
-0.1519 .. -0.14α)山 -0.1441 .. 0.1436 .. 
その他サービス業 (0.0489) (0.0544) (0.0491) (0.0493) 
0.0520・H 0.0440・H 0.0436 .. 




0.0170 o.∞90 大学国公立ダミー(銘柄除く) (0.0980) (0.0993) 
0.3300 .. 0.3192 .. 
銘柄大学ダミー (0目0638) (0.0652) 
0.0053 100一大学進学率(男性) (0.ω46) 
14.0050 ・ 14.0971・" 14.0290・" 14.0307 .. 定数項 (0.0761) (0.0786) (0.0757) (0.0757) 
自由度修正済みR2 0.2016 0.1958 0.2072 0.2072 
サンプルサイズ 1702 1403 1702 17∞ 



















Yi = j ifα1寸 <Y;く αJ (3) 
そして，確率関数は次のように表すことができる。式中のFはUiの累積密度関数である。
Pr[Yi =j]=Pr[αj-lく YI~αj] = Pr[αj-l < X:s+Ui ~ αj] 




























モデル l モデル2 モデル3 モデル4 モデル5
100 -大学進学率(男性)
o∞91 ••• O.ω81 ・ 0.0070 .. 0.0061 .. 0.0055 .. 
(0∞15) (0.0015) (0.0017) (0.0018) (0.∞18) 
銘柄大学ダミー 0.7976 .・ 0.8714山
O.卸76・帥
(0.2919) (0.2950) (0.3029) (0.2976) 
国公立ダミー(銘柄除く) 0.4149・ 0.3797・ 0.3673・(0.2153) (0.2167) (0.2161) 




PseudoR2 0.0057 O.∞槌 0.0072 O.∞75 0.0097 
サンプルサイズ 1551 1551 1551 1539 1539 



























55歳以下 50歳以下 45歳以下 40歳以下 35歳以下
1開一大学進学率(男性) 0.0059 ••• 0.0068 .. 0.0072山 0.0090・H(0.0022) (0.∞24) (0.∞28) (0.0032) (0.0039) 
銘柄大学ダミー 0.7826 •• 1.2必o••• 1.0547 . 0.8871 1.9775・(0.3797) (0.3934) (0.4166) (05895) (0.8182) 
国公立ダミー (銘柄除く) 0.2590 0.2966 0.0709 0.3194 (0.2547) (0.2878) (0.3038) (0.3165) (0.3768) 
15歳時の成績 0.1102・ 0.1加5・ 0.2334山 0.2081・H 0.2473・H(0.0584) (0.0651) (0.0730) (0.0795) (0.0937) 
完全失業率(男性) 0.0774・ 0.0377 -0.仰85 -0.0436 -0.0135 (0.0412) (0.0464) (0.0526) (0.0602) (0.0758) 
Pseudo R2 O.∞9 0.0148 0.01伺 0.0183 0.0187 
サンプルサイズ 1081 894 709 523 344 
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